






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 授業 46 1 授業 75 1 生徒 1067
2 講義 44 2 思う 64 2 授業 658
3 自分 37 3 講義 61 3 思う 530
4 思う 33 4 専攻 46 4 教師 424
4 生徒 33 5 学生 45 5 考える 419
6 学ぶ 27 5 教育 45 6 指導 372
6 先生 27 7 学ぶ 44 7 自分 282
8 感じる 25 8 自分 40 8 学ぶ 253
9 社会 23 9 先生 39 9 成長 246
9 専攻 23 10 行う 36 10 先生 236
11 教職 22 11 教職 34 11 行う 229
12 模擬授業 21 12 英語 33 12 感じる 204
13 教育 20 12 感じる 33 13 大切 181
13 教師 20 14 生徒 30 14 学校 178
13 考える 20 15 学校 27 15 教育実習 159
16 出来る 17 15 教員 27 16 人 157
16 人 17 17 教師 26 17 子ども 148
18 教員 16 18 意見 24 18 教員 147
18 自身 16 18 機会 24 19 自身 146
20 受ける 15 18 教職実践演習 24 20 必要 141
21 指導 14 18 模擬授業 24 21 教育 133
22 意見 13 22 受ける 22 22 児童 131
22 学校 13 23 活動 21 23 仕事 125
22 教職実践演習 13 23 知識 21 24 体育 117
22 現場 13 25 現場 20 25 多い 116
22 大切 13 25 社会 20 26 関係 104
22 知る 13 25 人 20 27 聞く 98
28 時間 12 28 大学 19 28 問題 97
28 話 12 29 教育学習 17 29 良い 95
30 今 11 29 教科 17 30 コミュニケーション 94
30 仕事 11 29 内容 17
30 他 11 29 良い 17
30 多い 11
30 知識 11
黒色に白字は３専攻共通で抽出された語を示す。
灰色に黒字は２専攻共通で抽出された語を示す。
白色に黒字は１専攻のみで抽出された語を示す。
４－３－２．階層的クラスター分析と共起ネットワーク
３専攻の階層的クラスター分析と共起ネットワークを比較検討した。
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教職実践演習は、学生が身に付けた資質能力が、教員として最小限必要
な資質能力として有機的に統合され、形成されたか確認する科目である。
本科目では、教員として求められる以下の４つの事項を含めることが適当
であるとされている。
１．使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項
２．社会性や対人関係能力に関する事項
３．幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項
４．教科・保育内容等の指導力に関する事項
教職実践演習受講後の感想を階層的クラスター分析と共起ネットワーク
分析をすることで、教員として求められる４つの事項が学べているか検討
することとした（図１から６）。
３専攻ともに「コミュニケーション」や「ディスカッション」、「意見」、
「社会」などの語の共起ネットワークが抽出されており、「社会性や対人関
係能力に関する事項」について学習されていることが明らかになった。階
層的クラスター分析においても、スポーツ健康専攻では第５クラスター、
英語教育専攻と心理学専攻では第４クラスターで「社会性や対人関係能力
に関する事項」が表れている。
次に「生徒」と「大切」、「実際」と「現場」などの共起ネットワークが
３専攻でみられ、「幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項」の感想
が浮かび上がった。階層的クラスター分析では、スポーツ健康専攻の第
１・５クラスター、英語教育専攻の第２クラスター、心理学専攻の第10ク
ラスターから「幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項」が見て取れる。
また、「教科・保育内容等の指導力に関する事項」については、「英語」
と「教育」、「授業」と「学ぶ」や「考える」、「体育」と「指導」などの共
起ネットワークの結果に表れている。階層的クラスター分析においても、
スポーツ健康専攻の第７クラスター、英語教育専攻と心理学専攻の第６ク
ラスターに表出している。
しかし、教員として求められる４つの事項の内、「使命感や責任感、教
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育的愛情等に関する事項」に関する共起ネットワークやクラスターは見ら
れなかった。「教職実践演習で学んだことを今後活かしていきたい」とい
う感想は多くみられたが、使命感や責任感といった強い想いは抽出されな
かった。これは本学の教職実践演習の受講学生の中には教職志望以外の学
生も多く含まれているため、教職に対する使命感や責任感、教育的愛情等
が抽出されにくかったと考えられる。教職志望学生と教職以外の職志望学
生に群分けし、分析を行なうことにより、新たな知見が得られると予想さ
れる。この点は今後の課題である。
５．結論
本研究は科目「教職実践演習」の講義内容や付随する取り組みに対する
学生評価をもとに充実した内容を探ることを目的とし、講義最終段階に学
生が作成したレポート記述の整理分析を試みた。その際、学生の学習成果
と教師の意図との相違点を明らかにすることや３専攻生の意識の共通性や
異なり等を浮き彫りにすることで、今後の指導内容の検討に有意な資料を
得られるものと考えて研究を進めてきた。
その結果、以下の点が明らかとなった。
各専攻生の記述には、本科目の目標である教職への深い認識をもつこと
に向けて授業内容を受け止め取り組んでいた様子がうかがえた。特に階
層的クラスター分析では、５クラス合同の講義計４回でのゲストティー
チャーの講義内容が散見され、本科目ならではの内容設定が履修生に対し
て一定の意義を感じさせていることが推察された。
また、本科目のクラス編成を３専攻混合にしていることは、専攻の壁を
乗り越えて交流している様子とともに、所属外の専攻生から少なからず刺
激を受けていることに繋がっていると推察された。４年生最後の必修授業
という位置づけである本科目において、担当教員は専攻ごとのクラス編成
では果たし得ない意見交流や情報提供に期待して混合の編成としてきた
が、その狙いはある程度達成されていると考えられる。今後の方向性を考
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える上で有用な示唆を得られた。
なお課題に関しては以下の点が挙げられる。
まず期末のレポートを分析対象としたため、学生のリアルな本科目への
評価が記載されたかにはいささかの不安が残る。質問紙調査の項目設定や
実施時期、資料回収の方法などについて、学生にできるだけ負担をかけず
に行えるような方策を検討し実施に向けて準備する必要があろう。
また各専攻とも、教職希望者と非希望者との関係性に基づく授業内容の
検討も課題と感じている。本研究ではその点について検討をすることが出
来なかったため、今後の課題としてぜひ進めていきたいと考えている。本
研究においても３専攻での共起ネットワークから「使命感や責任感、教育
的愛情に関する事項」への記述がみられなかったことは、一概に教職への
非希望者の存在と関連付けることは難しいにせよ講義内容の検討に示唆を
与えているととらえられる。両者を分離してクラス編成する、講義内容を
２種類設定するというような問題ではなく、「教員免許を取得することの
意味や意義」の点から、特に非希望者にとってこの講義の有用さを味わわ
せるような内容を検討していくことが有用であろう。
今後、本研究で得られた結果に基づき2017年度後期の実施する本科目
の講義内容を吟味し講義計画を立案すること、さらにその実施後にも本研
究で採用した整理分析の方法を用いて学生の学習成果を明らかにより充実
した講義内容の策定を進めたい。
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